別記様式１


学長候補適任者推薦書


国立大学法人奈良女子大学
学長選考会議議長　　殿


私は、本人の同意を得て、下記の者を国立大学法人奈良女子大学学長候補適任者として、関係書類を添えて推薦します。

記


　　　　　学長候補適任者氏名　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



令和　　年　　月　　日

推薦者氏名（自署）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞






　　　　　　　　　　　　　　　他の推薦者から添付書類が提出される場合は
その推薦者の氏名を記入すること。

[bookmark: _GoBack]添付書類は　　　 　　　　　　　　　　の
推薦書に添付されている。　　　







別記様式２

国立大学法人奈良女子大学学長候補適任者調書
	（ふりがな）
氏　　　　　名
	

	生　年　月　日
	

	現 （元）職 名
	

	学　　　　　位
	

	専  門  分  野
	

	略　　　　　歴
(最終学歴からのもの）
	年　月




	




	主　な　業　績
	（教育に関する業績）


（研究に関する業績）


（経営・管理運営に関する業績）


（その他の業績）

















※２枚以内にまとめてください。
※本調書は、国立大学法人奈良女子大学学長選考のために使用するもので、公表します。

別記様式３


国立大学法人奈良女子大学学長候補適任者の所信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（自署）




































※学長に求められる資質・能力をふまえ、（１）～（４）の各項目に対する具体的な構想を全体で４０００字程度で記入してください。
　※本様式は、国立大学法人奈良女子大学学長選考のために使用するもので、公表します。
別記様式４




同　　　意　　　書



国立大学法人奈良女子大学
学長選考会議議長　　殿


私は、国立大学法人奈良女子大学学長候補者となることに同意します。




令和　　年　　月　　日



　　　　　　　　　　　　　氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　
連絡先
住所：

電話：

　　　　  　　　　　　　　　　メールアドレス：


別記様式５

　（全　　枚中の　　枚目）
賛　同　者　一　覧

学長候補適任者氏名　　


推薦者氏名　　　　　　　

	番号
	氏名
	番号
	氏名

	1
	
	11
	

	2
	
	12
	

	3
	
	13
	

	4
	
	14
	

	5
	
	15
	

	6
	
	16
	

	7
	
	17
	

	8
	
	18
	

	9
	
	19
	

	10
	
	20
	


※賛同者が多い場合は、本用紙をコピーして利用してください。
※推薦者自身の氏名は枠内に記載しないでください。
※学長選考会議委員、学長が学長候補適任者の推薦を行う場合は、本様式の提出は不要です。


別記様式６




推　薦　賛　同　書


国立大学法人奈良女子大学
学長選考会議議長　　殿


私は、下記の者を国立大学法人奈良女子大学学長候補適任者として推薦者が推薦することに賛同します。

記


　　　学長候補適任者氏名　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　推薦者氏名　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




令和　　年　　月　　日

賛同者氏名（自署）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞


別記様式７




学長就任承諾書並びに誓約書


令和　　年　　月　　日

国立大学法人奈良女子大学
学長選考会議議長　　殿


氏名（自署）　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞


　国立大学法人奈良女子大学の次期学長に就任することを承諾いたします。
　また就任にあたっては、学長選考基準に定める「学長に求められる資質・能力」に基づき、下記について誓約します。

記

（1） 大学における教育研究活動、社会貢献、国際交流を適切かつ効果的に運営します。
（2） 国立女子大学の最高責任者として、大学の存在意義を高めるために、目標と戦略を策定し、その実現に向けて、その経営、管理、運営に適切な判断を行い、強いリーダーシップを発揮します。
（3） 令和４年４月に実施予定の、「一法人複数大学制」に基づく奈良教育大学との法人統合、及び工学部設置に向けて、真摯に取り組み、それらを完遂します。
（4） 上記法人統合を実現し、さらにはそれを機とした、奈良県に立地する他の高等教育機関、研究機関、さらには関西文化学術研究都市に立地する研究諸機関との連携による、高等教育の新たな総合化「奈良カレッジズ（仮称）」を目指して、これら関係機関との間に、強固な信頼関係を築き、「奈良カレッジズ（仮称）」を着実に推進します。
